
医科学研究科

１ 医科学研究科の活動

（1）教育目標の設定：医科学研究科では設立当初から医科学の各分野の研究者，教育者，高度職業人の育成を教

育目標として掲げている。平成14年度もこの教育目標の達成を目指して教育を行った。

（2）教育課程の見直し状況：平成14年度は大きな改変は行わなかった。平成14年度には医学専門学群に看護・医

療科学類が創設された。今後，年次進行的に担当教官が発令されてくるが，医科学研究科としてはこれら教官

の参加を得て，教育課程の見直しと拡充に取り組む必要がある。

（3）教育研究指導・教育方法の改善：修士論文のレベルを維持しさらに向上させるために，他グループの若手教

官から，２回の修士論文公開発表や修士論文査読を通して批判・助言が受けられるよう配慮した。また，学生

の意向調査を行ったところ，所属研究室の決定の時期等について意見が出され，それらを反映する方向で検討

することとなった。

（4）社会との連携：平成14年度も全国の大学への研究科案内とポスターの送付，ホームページの充実，社会人に

開かれた大学展への出展などによる広報活動に努めた。とくに７月に開催したオープンハウスは，全国から

137名の受験希望者が参加して夕方遅くまで研究室を訪問し，成果が大きかった。

（5）医科学研究科修士棟の整備：修士棟研究室の改修を行った。また，医学三学系より支援を受け，建物周辺の

植栽を整備した。

２ 教員の教育業績評価の状況

講義・実習については特に実施しなかった。修士論文研究については，カリキュラム委員が２回の修士論文

研究公開発表会と提出された修士論文の内容を検討し，各研究グループの評価を行った。また，修士論文公開

発表会後に研究科担当の全教官に優秀論文の推薦依頼を行い，発表会で座長を務めた教官を中心に合議により

約１割の論文を優秀論文として表彰した。

３ 自己評価と課題

（1）活動の自己評価：平成16年度の法人化を控え，自己点検・評価を基に医科学研究科の中期目標・中期計画を

策定した。

一方，平成14年度修了生51名のうち進学は24名で，その内21名は大学院博士課程への進学であるが，３名は

医学部学士編入学試験合格による医学部医学科への進学であった。

（2）課題：国民の医療に対する意識改革，先端医療の進歩により，患者の権利を擁護し医療の質を高めるための，

保健・医療・福祉サービスに対する社会ニーズが高まりつつある。医科学研究科では，従来の ｢医科学専攻｣

に加え，国立大学では初めての ｢医療福祉科学専攻｣ 新設の概算要求を行っている。また，修士課程委員会を

通し，他研究科と共に ｢連携大学院方式の導入｣ の概算要求を行っている。これらの実現が重要課題である。

また，本年度創設された看護・医療科学類に関して，医科学研究科としては教官の受け入れとカリキュラムの

改変，卒業生の受け入れ等を検討していく必要がある。
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